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会
派
の
意
見

６
月
定
例
会
を
振
り
返
っ
て

市
民
ク
ラ
ブ

自
由
民
主
党
・
中
道
の
会

公
　
明
　
党

　

今
定
例
会
で
は
、
令
和
７
年
度
一
般

会
計
補
正
予
算
と
し
て
、
国
の
「
物
価

高
騰
対
応
重
点
支
援
地
方
創
生
臨
時
交

付
金
」
約
１
億
３
千
万
円
を
活
用
し
た

市
立
お
よ
び
民
営
保
育
所
、
認
定
こ
ど

も
園
等
に
通
う
児
童
の
保
育
料
な
ら
び

に
市
立
小
・
中
学
校
等
の
給
食
費
を
１

カ
月
間
免
除
す
る
予
算
議
案
な
ど
が
提

出
さ
れ
ま
し
た
。
個
人
質
問
に
は
５
人

が
登
壇
し
、
「
行
財
政
改
革
」
、
「
犯

罪
被
害
者
支
援
」
、
「
地
区
別
事
前
復

興
ま
ち
づ
く
り
計
画
」
、
「
消
防
広
域

化
」
、
「
長
浜
小
学
校
児
童
プ
ー
ル
事

故
」
、
「
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」

な
ど
多
く
の
市
政
課
題
や
取
り
組
み
に

対
し
て
、
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

国
の
交
付
金
を
活
用
し
た
子
育
て
世

代
に
対
す
る
重
点
的
な
支
援
は
、
直
接

的
に
経
済
的
な
負
担
軽
減
に
つ
な
が
る

も
の
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
高
く
評

価
し
、
予
算
議
案
を
含
む
16
議
案
が
全

会
一
致
で
可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

毎
定
例
会
、
桑
名
市
長
か
ら
の
提
案

説
明
に
も
あ
り
ま
す「
人
口
減
少
対
策
」

や
「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
対
策
」
と
い
っ

た
中
長
期
的
な
課
題
に
対
す
る
取
り
組

暮
ら
し
と
い
の
ち
を
守
る
市
政
を

　

物
価
高
騰
が
続
く
中
、
市
民
の
暮
ら

し
を
支
え
る
支
援
策
は
、
喫
緊
の
課
題

で
す
。
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地
方

創
生
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
た
市
立
小

中
学
校
等
の
給
食
費
、
な
ら
び
に
保
育

所
等
の
保
育
料
の
１
カ
月
免
除
が
盛
り

込
ま
れ
た
補
正
予
算
に
賛
成
し
ま
し
た
。

　

プ
ー
ル
授
業
中
の
痛
ま
し
い
事
故
を

受
け
、
教
員
増
員
な
ど
安
全
対
策
の
抜

本
強
化
を
強
く
求
め
ま
し
た
。
ま
た
、

県
内
の
消
防
本
部
を
単
一
組
織
に
集
約

す
る
「
県
一
消
防
」
に
つ
い
て
は
、
拙

速
な
判
断
や
性
急
な
計
画
、
消
防
力
の

低
下
な
ど
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
ま
し
た
。

　

物
価
高
騰
対
策
や
国
保
料
軽
減
、
訪

問
介
護
の
報
酬
改
定
な
ど
４
つ
の
意
見

書
を
提
出
し
ま
し
た
が
、
賛
成
少
数
で

否
決
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
市
民
の

声
を
ま
っ
す
ぐ
議
会
に
届
け
ま
す
。

政
府
の
物
価
高
騰
対
策
の
臨
時
交
付
金

の
補
正
予
算
を
可
決

　

今
議
会
で
は
小
学
校
の
プ
ー
ル
授
業

再
開
に
つ
い
て
、
ま
た
教
育
施
設
の
老

朽
化
に
よ
る
補
修
工
事
や
、
県
一
消
防

　

ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
侵
攻
し
て

３
年
が
過
ぎ
、
世
界
で
は
ト
ラ
ン
プ
関

税
の
先
行
き
が
日
本
経
済
に
も
暗
い
影

を
落
と
し
て
い
ま
す
。
日
本
で
は
物
価

高
騰
が
止
ま
ら
ず
こ
の
米
騒
動
。
長
年

の
減
反
政
策
は
米
農
家
の
高
齢
化
、
担

い
手
不
足
を
加
速
さ
せ
食
料
自
給
率
39

％
を
直
撃
す
る
事
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
情
勢
を
踏
ま
え
つ
つ
６

月
議
会
で
は
、
岡
﨑
豊
議
員
が
本
市
農

業
に
お
け
る
農
協
の
役
割
と
連
携
の
強

化
、
神
岡
俊
輔
議
員
が
消
防
の
県
一
広

域
化
の
諸
課
題
、
楠
目
慎
一
郎
議
員
は

さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
の
人
口
減
少
対

策
、
岡
﨑
邦
子
議
員
は
「
女
性
支
援

法
」
、
養
育
費
の
未
払
い
に
つ
い
て
等
、

各
自
が
具
体
的
デ
ー
タ
を
示
し
な
が
ら

参
　
政
　
党

日
本
共
産
党

み
と
並
行
し
て
、
昨
今
の
物
価
高
騰
へ

の
対
策
を
は
じ
め
と
す
る
市
民
一
人
一

人
に
寄
り
添
っ
た
政
策
の
実
現
が
重
要

で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
開
会
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
議

長
・
副
議
長
選
挙
に
お
き
ま
し
て
、
わ

が
会
派
か
ら
議
長
に
「
清
水
お
さ
む
」

議
員
、
副
議
長
に
「
氏
原
嗣
志
」
議
員

が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

清
水
議
長
・
氏
原
副
議
長
、
会
派
新

体
制
の
も
と
、
残
る
任
期
も
市
政
発
展

に
向
け
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　

徳
島
県
神
山
町
で
は
２
年
前
か
ら
町

営
バ
ス
を
や
め
て
タ
ク
シ
ー
に
転
換
し

た
。
運
賃
の
85
％
を
町
費
で
賄
う
か
ら

町
民
の
負
担
は
バ
ス
代
程
度
。
し
か
も

ド
ア
・
ツ
ー
・
ド
ア
で
利
便
性
が
高
い
。

ぜ
ひ
高
知
市
で
も
検
討
し
て
ほ
し
い
。

本
市
の
あ
る
べ
き
姿
、
方
向
を
執
行
部

に
た
だ
し
ま
し
た
。

　

「
政
治
は
地
方
か
ら
」
を
届
け
た
い
。

　

物
価
上
昇
が
市
民
の
皆
さ
ん
の
生
活

を
圧
迫
し
て
い
ま
す
。
今
議
会
で
は
県

の
広
域
消
防
の
在
り
方
が
論
議
さ
れ
ま

し
た
。
県
都
と
し
て
期
待
さ
れ
る
役
割

と
本
市
の
厳
し
い
財
務
状
況
と
の
折
り

合
い
の
つ
け
方
は
悩
ま
し
い
問
題
で
す
。

広
域
化
、
自
治
会
の
負
担
軽
減
、
ご
み

問
題
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
つ
い
て

議
論
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
高
知
市

に
と
っ
て
重
要
な
課
題
で
す
。

　

さ
て
高
知
市
に
は
物
価
高
騰
対
策
の

た
め
に
、
国
か
ら
１
億
３
７
０
０
万
円

の
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
が
配
分
さ
れ
、
市
立
小
中

学
校
・
特
別
支
援
学
校
の
給
食
費
と
保

育
所
・
認
定
こ
ど
も
園
等
の
保
育
料
等

の
令
和
７
年
９
月
分
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

　

わ
が
会
派
で
は
、
子
育
て
世
帯
だ
け

で
な
く
、
物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
る

全
市
民
の
サ
ポ
ー
ト
を
、
今
後
と
も
多

面
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

さ
き
が
け
高
知


